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日本海洋学会会員の皆様には、益々ご健勝のこととお慶び申し上
げます。

さて、日本海洋学会環境科学賞受賞候補者選考委員会（以下、賞
候補者選考委員会という）では、環境科学賞の 2017 年度受賞候補
者について会員各位からの推薦を受けつけます。環境科学賞の制
定の経緯、目的等に関しましては、学会 HP に掲載の日本海洋学
会環境科学賞「設立趣旨」（http://kaiyo-gakkai.jp/jos/about/jos_
awards）または、「海の研究」第 18 巻第 3 号（2009 年）、および下
記の参考資料（会則）ご参照下さい。

なお、受賞候補者の選考にあたりましては、会員の皆様からの推

薦と賞候補者選考委員会からの推薦を併せた中から行うことを申し
添えておきます。また、昨年度ご推薦いただいた候補者で、残念な
がら受賞されなかった方々についても、改めてご推薦下さいますよ
うお願い申し上げます。加えて、多数の候補者が有った場合は、若
手研究者を優先いたしますが、本賞は、若手に限らず、海洋環境に
関わる活動で高い評価を得ている研究者あるいは研究グループの
リーダーを対象としますので、推薦要領に従って、本賞にふさわし
い会員を積極的にご推薦いただきますよう、お願い申し上げます。
推薦要領

以下の項目１～６について記入し，下記送付先へ、郵送もしくは

学会記事 ③　

日本海洋学会 環境科学賞 受賞候補者の推薦依頼 	
2017 年度 日本海洋学会 環境科学賞受賞候補者選考委員会 委員長　藤井 直紀

日本海洋学会会員の皆様には、益々ご健勝のこととお慶び申し上
げます。

さて、日本海洋学会 学会賞・岡田賞・宇田賞受賞候補選考委員
会（以下賞候補選考委員会という）では、これら三賞の 2017 年度受
賞候補者について会員各位からの推薦を受け付けております。下記
参考資料をご参照の上、推薦要領に従って、これら三賞にふさわし
い会員を積極的にご推薦いただきますよう、お願い申し上げます。
なお、宇田賞には、研究グループとしての学術業績ばかりでなく、
教育・啓発や研究支援などで海洋学の発展に貢献のあった会員を広
くご推薦ください。

各賞候補者の選考にあたりましては、会員の皆様からの推薦と賞
候補選考委員会からの推薦を併せた中から行うことを申し添えてお
きます。また、昨年度ご推薦いただいた候補者で、残念ながら受賞
されなかった方々についても、改めてご推薦くださいますようお願
い申し上げます。
推薦要領

以下の項目１～６について、A4 判用紙 1 枚に記入し郵送してく
ださい。推薦用紙は日本海洋学会のホームページからもダウンロー
ドできます http://kaiyo-gakkai.jp/jos/about/jos_awards
１．候補者の氏名と所属機関
（岡田賞の場合は、生年月日も記入してください）

２．受賞の対象となる研究課題
（宇田賞の場合は、受賞の対象となる学術、教育、あるいは啓発

に関する業績）
３．推薦理由
４．推薦の対象となる主要論文（宇田賞の場合は省略可）

学会記事 ②　

日本海洋学会 学会賞・岡田賞・宇田賞 受賞候補者の推薦依頼	
2017 年度 日本海洋学会 学会賞・岡田賞・宇田賞受賞候補選考委員会 委員長　見延 庄士郎

５．推薦者の氏名、印および所属機関
６．推薦日付

尚、審査の際の参考とするため、学会賞、岡田賞の受賞候補者に
関しては、各候補者の略歴と業績リストを、宇田賞については推薦
対象課題に関する資料もあわせてお送り頂きますようお願いいたし
ます。またいずれの推薦についても、紙の推薦用紙と資料の送付に
加えて、それらの情報を編集可能なマイクロソフト・ワードの電子
ファイルとしても CD-ROM に入れて同封するか以下のメールアド
レスに添付ファイルとして，お送りいただきますようお願い致しま
す。ワードファイルには印影は不要です。
締切日：2016 年 8 月 26 日㈮必着

送付先：�〒 100-0003 �東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイド
ビル 9 階

　　　　毎日学術フォーラム内 日本海洋学会 賞候補選考委員会
　　　　jos@mynavi.jp

＜参考資料＞
日本海洋学会 学会賞・岡田賞・宇田賞細則（抄）
第 1 条 日本海洋学会賞（以下学会賞という）、日本海洋学会岡田
賞（以下岡田賞という）および日本海洋学会宇田賞（以下宇田賞と
いう）を本学会に設ける。学会賞は本学会員の中で海洋学におい
て顕著な学術業績を挙げた者の中から、岡田賞は受賞の年度の初
めに（4 月 1 日現在）36 歳未満の本学会員で、海洋学において顕
著な学術業績を挙げた者の中から、宇田賞は顕著な学術業績を挙
げた研究グループのリーダー、教育・啓蒙や研究支援において功
績のあった者など、海洋学の発展に大きく貢献した本学会員の中
から、以下に述べる選考を経て選ばれた者に授ける。（以下省略）

ります。
　3賛助・展示・広告の募集

大会実行委員会では、本大会に賛助、機器・書籍などの展示、
および講演要旨集に広告を掲載していただける、企業・団体を募

集します。また、研究プロジェクト等のアウトリーチのための展
示も合わせて募集します。締め切りは 2016 年 6 月 20 日㈪です。
詳細は大会実行委員会にお問い合わせください。
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プランクトンとはギリシャ語で浮遊するもの・漂うものを意味す
る、とは教科書的な知識ですが、そう考えると海にいるプランクト
ンってみんな流されてどっか行っちゃうんじゃないかな、とプラン
クトン研究者ゆえに今さら人に聞くに聞けない疑問を実は持ってい
ます。おそらく主要な個体群が安定した水塊にいて、集団を維持し
ているのでしょうけど、 海は浅いところから深いところまで、どこ
でも緩やかな流れがあると私は認識しています。また、この生物が
流されるという現象を、“分散”といいますが、この分散は生物の生態・
進化 に影響を与え、また影響を与えられる重要な研究領域であると
考えます。いい例として、ベントス（底生生物）もその多くが幼生期
にプランクトン生活（分散）をするということが挙げられると思いま
す。ベントスの幼生は親が生息し、かつ再生産までたどり着けた好
適な地を捨て、なぜ旅立たなくてはならないのか、理論的な研究は
ありますが、実証的な研究はまだあまり多くないと考えます。

流れを専門とする須賀利雄さんに関連する質問をいくつかお聞き
したいと思います。　

M  海洋には浅いところから深いところまで、どこでも流れがある
という私の認識はいかがでしょうか？例えば、現在私は黒潮の南方
の亜熱帯モード水での動物プランクトン群集の解析をしているので
すが、本海域にもいつも流れがあると考えてもよろしいものなので
しょうか。　

S  はい、亜熱帯モード水の分布域を含め、海洋には基本的にどこ
にでも、いつでも流れがあると考えていいと思います。

M もし流れがあるとすると、一定の方向に常に水が流れていく、
という認識を持ってもいいものなのでしょうか？　

S  ある程度長い期間、たとえば 1 年とかそれ以上の期間を平均し
た流れ、つまり大規模な流れを考えた場合、だいたい常に一定方向
に流れる定常流というイメージを持っても大きな間違いではないで
しょう。海流図を描けるのは、そのためです。しかし、瞬間、瞬間

連 載 

海のエッセイ　－9－	
教育問題研究会　町田 龍二

の流れの場を考えると、事情は違ってきます。海洋は数日から数カ
月、数㎞から数百㎞までのさまざまな時間・空間スケールの乱れ、
あるいは渦で満たされています。渦に伴う流速は、黒潮などの強い
海流を除けば、一般に、定常流の数倍から数十倍です。したがって、
ある場所で、ある瞬間の流れを測れば、見えてくるのは定常流では
なく、時々刻々変化する渦に伴う流れのはずです。実は、亜熱帯モー
ド水が黒潮・黒潮続流のすぐ南の形成域から広がる過程にも、渦が
重要な役割を果たしていると考えられます。例えば、亜熱帯モー
ド水の形成・分布域の大規模な流れの南向き成分はせいぜい 1㎝ /
s 程度ですが、これだと 1 年で 300㎞程度しか南に広がりません。
しかし、過去の解析結果の見直しや最近の解析から、亜熱帯モード
水の一部は少なくともその 3 倍程度の速さで南に広がっているよ
うです。これは渦による輸送のためではないかと考えています。

M  分散がさまざまな生物活動に影響を与えるということを先にお
話ししましたが、近年の気候変動により海流に変化がもたらされ、
底生生物の幼生分散に影響を与える可能性、もしくは観測された
データなどはありますでしょうか。　

S  上述の大規模な定常流を海流と言い換えることができます。海
流は、これを駆動する海上風や大気海洋間の熱・淡水交換などが変
化すれば変化します。気候の、数年から数十年スケールの自然変動
も、人為起源温室効果ガスによる長期的な変化も、いずれも海流を
変化させるはずです。一方、乱れ、あるいは渦活動の強さも変動し
ています。海流や渦に輸送される亜熱帯モード水の広がり方にも、
年々から十年スケールの変動があります。そのような変化が幼生分
散に影響を与えている可能性はあると思います。亜熱帯モード水の
輸送に、定常的な流れとさまざまなスケールの渦がそれぞれどの程
度寄与しているのかという問題は、ホットな研究テーマです。底生
生物の幼生分散と亜熱帯モード水の関係を調べることで、その研究
が進むかもしれません。

M  須賀さんの回答、大変興味深く聞かせていただきました。新た
な研究の方向性を感じます。ありがとうございました。　

メールにてお送りください。
１．候補者の氏名と所属機関・身分（生年月日も記入してください）
２．受賞の対象となる研究課題 
３．推薦理由 
４．推薦者の氏名、所属機関、電子メールアドレス
５．推薦の対象となる主要論文（省略可）
６．推薦日付 

締切日：2016 年 9 月 9 日㈮必着
送付先：〒 100-0003　東京都千代田区一ツ橋 1-1-1
　　　　パレスサイドビル 9F

㈱毎日学術フォーラム内
日本海洋学会　環境科学賞受賞候補者選考委員会
メール件名を「海洋環境科学賞受賞候補者の推薦」とし、

下記宛に送信。
jos@mynavi.jp

〈参考資料〉
日本海洋学会　会則　第 6 章表彰

第 37 条 5．海洋環境保全に関わる学術研究の発展、啓発および
教育に大きく貢献した会員を表彰するため、日本海洋学会環境科学
賞を設ける。その規定は細則で定める。

現在までの受賞者
年度
2010 清野 聡子／ 2011 梅澤 　有／ 2012 速水 祐一
2013 栗原 晴子／ 2014 神田 穣太／ 2015 野村 英明
2017 藤井 直紀
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第 11 回のコラム執筆を担当させていただきます、京都大学大学院理学研究科修士課程 2 年の
梅垣優と申します。今回はこの場をお借りしまして、京都大学の学園祭内で行われるイベント、

「ガイア祭」の紹介をさせていただきたいと思います。
ガイア祭とは、京都大学の学園祭「11 月祭」において、京都大学の理学研究科地球惑星科学

専攻の学生が中心となって行うアウトリーチ活動です。主に、「地球科学の面白さをもっと多く
の人に知ってもらいたい」というコンセプトのもと、地球惑星科学に関する様々な室内実験や
ポスター展示を行っております。学園祭の中で行われているということもあり、京都大学の学
生はもちろん、子供からご年配の方まで、非常に幅広い層の一般の方が大勢見に来てください
ます。

一昨年のガイア祭では、私の所属している海洋物理学研究室は展示を行わなかったため、私が自分の研究分野に関する
説明を行う機会はありませんでした。それでも、当日来場された方々が非常に興味深くガイア祭の展示を見ていらっしゃっ
たのが印象的でしたし、また、ガイア祭の準備等を通じて他の研究室の学生の皆さんと大いに交流することができました。
そのため、「来年以降ガイア祭にもっと深く関わっていきたい」と思うようになりました。

そして、昨年のガイア祭において、私は全体の代表を務めることとなり、学園祭運営事務局との連携やミーティングの
司会進行などをさせていただきました。ガイア祭の代表の仕事は大変な時期もありましたが、同回生のサポート等もあり、
無事全うすることができました。前年と比べても、より一層多くの他研究室の方と交流させていただいたと思います。ま
た、海洋物理学研究室からのガイア祭参加者も増え、「コーヒーとミルクを用いた二重拡散対流」、「非回転系における地
球循環場の再現実験」という、2 種類の海洋物理学に関する展示を行うことになりました。私もガイア祭当日はこれらの
展示の説明に携わりましたが、大規模な海の内部の現象を室内の身近な題材を用いて再現する実験がとても好評で多くの
方に喜んでいただきましたし、私としても一般の方に対して自分の研究分野について説明することが非常に良い経験とな
りました。

私たちは、学会や研究集会などで同じ専門分野の人に対して自分の研究を説明する機会は多く与えられていますが、一
方で地球科学に関して殆どよく知らない一般の方に対して説明をする機会はそれほど多くありません。しかも、一般の方
に関しても、地球科学を専門としている学生から直接説明を受ける機会は殆ど無いのではないかと思います。よく「地球
科学は実学ではない」という言葉を耳にしますが、地球科学は気象や火山など我々の日常において身近な現象を取り扱っ
ているため、他の学問分野に比べて多くの人を魅了する可能性を秘めているはずであり、実際にガイア祭は例年来場者の
皆様から大いにご好評いただいております。そういう意味で、このガイア祭は、主催者・来場者双方にとって非常に貴重
な機会が提供されている場なのではないでしょうか。

また、同じ地球惑星科学専攻の学生が、このようなイベントを介して専門領域の垣根を超えて相互に交流を深めていく
ことは、今後の地球惑星科学全体の発展においても、個人の考え方や視野を広げることにおいても、非常に価値に在るこ
とだと思います。このガイア祭が今後ますます発展していくこと、更には、このガイア祭のような活動が他の大学などで
も積極的に催されていくことを願っております。

予定通りであれば、今年も京都大学 11 月祭の中でガイア祭が執り行われるはずです。興味のある方は、ぜひ足を運ん
でみてはいかがでしょうか？

アカデミア メランコリア（第11回）（若手のコラム）
京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻修士課程 2 年　梅垣　優

【お詫びと訂正】
JOSNL 編集委員長　津田敦

ニュースレター Vol.5 No4 に誤りがありました。

訂正
訂正箇所：16 ページ
左５行目：�「日本海洋学会」は原文にはなく、間違った表現に

なるので削除する。
左８行目：�お酒を「いつもより」は、お酒を「いつものよう

に」です。
右 16 行目から 17 行目：たとえ登壇者が修士 1 年の院生で

「あったとしても」は、たとえ登壇者が修士 1 年
の院生で「あっても」です。そして、の後に、「ま
た、国際的に活躍されている研究者であったとして
も、」が入り、続きます。
また、太字で強調された部分は著者が選んだもので
はありません。

お詫び
上記、不手際はすべて編集委員長である津田の責任です。著者
である乗木先生、故角皆先生、会員の皆様に不愉快な思い、ご
迷惑をおかけしたことを深くお詫びするとともに、再発防止に
最善を尽くすことを誓います。
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編集　JOSNL編集委員会
委員長：津田敦　委員：小守信正、根田昌典、田中祐志

〒277-8564　千葉県柏市柏の葉 5-1-5

東京大学大気海洋研究所

電話／ FAX　04-7136-6172

メール　tsuda@aori.u-tokyo.ac.jp

デザイン・印制　株式会社スマッシュ

〒162-0042 東京都新宿区早稲田町 68

西川徹ビル 1F

http://www.smash-web.jp

発 行

日本海洋学会事務局
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1–1–1 パレスサイドビル 9F

（株）毎日学術フォーラム内

電　話　03-6267-4550　FAX 03-6267-4555

メール　jos@mynavi.jp

※�今号の表紙写真は、田中祐志会員から提供いただきました。
その他の写真は佐野雅美会員から提供いただきました。

JOSニュースレター
第 6 巻 第 1 号　2016 年 6月1日発行

広 告 募 集
ニュースレターは学会員に配布される唯一の紙媒体情報誌です。
海洋学に関連する機器や書籍の広告を募集しています。
お申し込みは日本海洋学会事務局またはニュースレター編集委員長まで。

〒 277-8564  千葉県柏市柏の葉 5-1-5 ／電話・FAX　04-7136-6172 ／メール　tsuda@aori.u-tokyo.ac.jp

編集後記
JO や海の研究の編集委員から遠ざかってしばらく時間がたった

が、JO 震災特集号で久々に編集作業に携わった。30 近い数の原稿
をハンドリングし、何とか出口が見えてきた。改めて思うのは、英
語で論文を書かなくてはいけない日本人のハンディキャップと論理
構成の甘さである。どういう論文を受理するかは、我々が暗黙のう
ちに持っている雑誌や学会の共有信頼限界が決めている。この信頼
限界は、学会や雑誌の質を保証すると同時に、“村”社会形成の温
床になっているという批判もある。私の暗黙を文章化すれば、ある
程度の量のデータに基づき適切な解析がされており、論理構造が明
確で、研究論文らしいフォーマットになっていることを指す。しか
し、論理構成とフォーマットが不十分な原稿が意外に多い。私自身、
英語が得意というわけではないので、かなり同情的に読むのだが、
それでも腹が立ってくるものがある。学位をとったら一人前という
のが博士の前提ではあるが、どうもその前提は崩れつつあり、善意
の査読者に多大な負担がかかっている。または、査読者も忙しすぎ
るので編集者に負荷がかかったり、うっかりすると信頼限界以下の

論文が出来てしまう。暗黙の信頼限界を理解するということは、曖
昧な形式を模倣する作業であるが、剽窃ではない模倣という作業は
脳のかなり高度な作業らしい。猿まねという言葉があるが、サルは
真似ることができない。人間が他人の動作ややり方を真似ることが
できるようになったのは、脳容積がかなり大きくなってからのこと
らしい。そう考えると論文らしい文章を書くこともかなり難しい作
業であり、１－２回トレーニングを積んだくらいでは習得できない
場合が多いと考えられる。現在は単著の論文は少なく、多くの共著
者が並ぶことが多い。共著者の役割は、論文のあるパーツに関する
責任であろうが、論文全体の完成度まで踏み込んで関与していただ
きたい。また、博士を出した指導教員に５報目くらいまでは気軽に
相談できる風土の醸成も重要と考える。最近は剽窃など研究不正が
騒がれており編集委員の作業量や責務は増している。今回の編集作
業で、海の研究、JO の編集委員の皆様のご苦労の一端伺い知るこ
とが出来た。投稿者からすると編集者は悪者になりがちですが、そ
れは少し不当な扱いです。


